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概要 
 
 
 
 
 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
筋収縮制御における分子スイッチトロポニンの動き 
 
関連している企業・大学・団体等 理化学研究所播磨研究所、名古屋大学、大阪大学、九州大学 
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 Shitaka et al. (2004) Biochemistry vol. 43 in press 
 
 蛍光エネルギー移動 (Fluorescence Resonance Energy Transfer: FRET)は、1～6nm にあるタ
ンパク質に結合させた色素分子（プローブ）間の距離を精確に測定することができる。この方法
は、タンパク質の高次構造や、その構造変化を検出するのに極めて有力な方法である。現在では
タンパク質構造研究や細胞生物学等様々な分野において広く使われている。一方、ストップトフ
ロー法をして知られるミリ秒領域の２溶液高速ミキシングによる反応追跡とこの FRET 法との組
み合わせにより、ミリ秒時間分割でタンパク質の構造変化を追跡することができる。 
近年遺伝子工学の発展により、タンパク質の改変を比較的自由に行うことが可能になった。この
ことにより、タンパク質の任意の場所にプローブを導入することが可能となり、蛍光エネルギー
移動がより汎用性のある測定手段となっている。 
これら研究遂行の為に当研究室においては、世界的にトップレベルの装置を揃えている。 
（１） ナノ秒時間分割蛍光寿命測定装置 
（２） ストップトフロー測定装置 
（３） DNA シークエンサー 
これら装置およびシステムは、タンパク質研究分野だけでなく、高分子物性研究にも応用可能で
あり、企業における研究にも協力できる。 
 
筋収縮制御のメカニズムの解明 
化学—力学エネルギー変換機構の解明 
医学薬学への応用：心臓病の治療および薬剤の設計 
工学への応用：自己調節機能をそなえた極微モーターの作製 
